
款 項 目

1 1 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （総見直し・総点検進捗評価は４段階）

- -

合計 11,151 0 11,151 100% 4 3 3

 - - - - - -

3 3

政務活動費 1,549 0 1,549 100% 4 3 4

行政視察・交流 9 0 9 100% 4

4 4

正副議長公務 525 0 525 100% 4 4 3

議会会議録作成 3,137 0 3,137 100% 4

議会事務 1,235 0 1,235 100% 4 3 4

議会広報・広聴 4,696 0 4,696 100% 4 3 4

事業内容

●主な事業内容
　〇議会事務
　　・議会運営に必要な機器の修繕、事務用品等の購入を行う。
　　・ペーパーレス会議実施に向け、タブレット端末を導入（議会タブレット端末を議員19台
　　　＋事務局2台を借り上げ）
　〇議会広報・広聴
　　・開かれた議会運営に向け、市民との意見交換会の実施や議会報、議会中継等により情報公開に
　　　努める。
　〇議会会議録作成
　　・法に基づき、議事録の作成(業務委託)を行い及び永年保存する。
　〇正副議長公務
　　・各種議長会の定期総会出席や、姉妹都市との交流を行う。
　〇行政視察・交流
　　・提携姉妹都市や、行政視察での議員間交流により、相互の繁栄や福祉増進につなげる。
　〇政務活動費
　　・各会派の政務活動における経費の補助。適正な運用管理のため、定期的に活動実績の確認を行
　　　う。

事業の
成果・効果

議会運営及びそれに伴う事務が適切に執行できている。

事業名 決算額
財源内訳

一般財源
の割合

総見直し・総点検進捗評価

特定財源 一般財源 情報発信 利便性向上 サービス水準

議会費 134

施策事業名 議会管理

事業目的 議会運営及びそれに係る事務の適切な執行のため

令和２年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算
目名 決算書(P)

部局名 議会事務局

課　名 議事課



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の総見直し・総点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和２年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

課　　題 対応策・今後の方向性

幅広い層の市民に、いかにして議会に関心をもって
もらうか。

議会の傍聴や議会行事に幅広い層の市民が関心をもち、参加してくれ
るような議会活動、広報活動を行っていく。

令和２年度に見直しを
実施した事項

・通年議会の導入
・本会議におけるペーパーレス会議の導入

令和３年度に見直しを
実施している事項

・市民フリースピーチ制度のスケジュール変更（対象者を特定したフリースピーチ
と報告会の実施）
・議会関係資料の押印廃止

今後見直しを検討する事項 ウィズコロナに対応した議会行事開催の検討

⑤目標の
達成度 3 ペーパーレス会議の導入が令和３年２月に始まったばかりのため、今後も改善ができる余

地はあると考える。

⑥改善の
取組状況 3 議員とともに協議し、今後も事務改善に取り組んでいく。

③受益の
公平性 4 議会の状況を市民全体に向け情報公開している。

④ニーズ
の把握 4 会議録検索システム、録画映像配信システム等の利用者数や、市民フリースピーチにおい

て直接市民から得た発言内容から市民ニーズを把握している。

①市実施
の妥当性 4 法定業務である本会議の会議録作成や市議会だより等により議会の諸活動を市民に広報す

ることはやらなければならない事業である。

②事業の
必要性 4 議会は、市の予算等を議決する機関であり、議会中継や会議録として記録を残すことは、

議会に関する全ての会議を原則公開とするうえから重要な業務である。

一般財源の割合 100% 100% 100%

評価の観点 評　価 評価根拠

0 0 1

一般財源 13,977 11,151 18,207

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他

事業費
R1決算 R2決算 R3予算

13,977 11,151 18,208
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